
平 成 ２ ７ 年 保 育 士 試 験 問 題

社 会 的 養 護
（選択式 10 問）

指示があるまで開かないこと

解答用紙記入上の注意事項

１　解答用紙と受験票の受験番号が同じであるか、カナ氏名・科目名を確認し、誤り

がある場合は手を挙げて監督員に申し出ること。

２　漢字氏名を必ず記入すること。

３　解答用紙は、折り曲げたりメモやチェック等の書き込みをしないこと。

４　鉛筆またはシャープペンシル（ＨＢ～Ｂ）で、濃くはっきりとマークすること。

　　鉛筆・シャープペンシル以外での記入は、０点になる場合があります。

５　各問に対し、２つ以上マークした場合は不正解とする。

６　訂正する場合は、「消しゴム」であとが残らないように消すこと。

（良い例） ・・・ （濃くマークすること。はみだしは厳禁）

（悪い例） ・・・
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問１　次の文は、現在の社会的養護の基本的な考え方に関する記述である。不適切な記述
を一つ選びなさい。

１　社会的養護は、保護者のいない児童や保護者に監護させることが適当でない児童を公
的責任で社会的に養育し、保護するとともに、養育に大きな困難を抱える家庭への支援
を行うことである。

２　社会的養護は、「子どもの最善の利益」という考え方のもとに、子どもが心身ともに
健康に育つ基本的な権利を保障する。

３　社会的養護は、子どもの自立や自己実現を目指し、子どもの主体的な活動を大切にす
るとともに、様々な生活体験を通して、自立した社会生活に必要な力を形成していくこ
とが必要である。

４　社会的養護は、不適切な養育をする保護者から子どもを分離することを原則とし、保
護者への懲戒を含む指導・教育的支援を行う。

５　社会的養護は、一般の子育て支援施策と一連の連続性を持つものであり、密接な連携
が必要である。

問２　次の文は、1887（明治 20）年に石井十次によりまとめられた「岡山孤児院十二則」
の考え方に関する記述である。適切な記述を○、不適切な記述を×とした場合の正し
い組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ　家族主義とは、収容した孤児や貧児を元の家族へ戻すという考え方である。
Ｂ　委託主義とは、収容した幼児や虚弱児の養育を農家等に委託するという考え方であ

る。
Ｃ　満腹主義とは、収容後に食事を無制限に食べさせることで、盗癖の過半はなくなると

いう考え方である。
Ｄ　実行主義とは、言葉ではなく職員自身が自ら実行して、院児を導くという考え方であ

る。

 （組み合わせ）
　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
１　○　○　○　×
２　○　×　○　×
３　○　×　×　○
４　×　○　○　○
５　×　○　×　○
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問３　次の文は、児童養護施設における養育・支援の基本的な考え方に関する記述である。

適切な記述を○、不適切な記述を×とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ　職員は、高い専門性に基づく深い洞察力をもって子どもを理解し、受容的・支持的な

態度で寄り添い、子どもの課題把握に努める。

Ｂ　職員は、子どもが基本的な信頼感を獲得できるような良好な人間関係を築くために、

子どもと個別的にふれあう時間を確保する。

Ｃ　職員は、過干渉にならずに子どもの力を信じて見守る姿勢を示すことで、子どもが自

ら判断し行動することを保障する。

Ｄ　職員は、施設生活・社会生活における守るべきルール、「しなければならないこと」

と「してはいけないこと」を教えるために、子どもに責任を取らせる、体罰を与える等

の指導を行うことが認められている。

 （組み合わせ）

　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　○　○　○　×

２　○　○　×　○

３　○　○　×　×

４　○　×　○　○

５　×　○　○　○
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問４　次の文は、児童養護施設における子どもの権利擁護に関する記述である。適切な記

述を○、不適切な記述を×とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ　子どもを尊重した養育・支援の基本姿勢について施設内で共通の理解を持つための取

り組みとして、施設長や職員が子どもの権利擁護に関する施設内外の研修に参加し、人

権感覚を磨くことで、施設全体が権利擁護の姿勢を持つ。

Ｂ　社会的養護が子どもの最善の利益を目指して行われることを職員が共通して理解し、

人権に配慮した日々の養育・支援を実践するために、職員は自分の倫理観、人間性並び

に職員としての職務及び責任の理解と自覚を持つことが重要である。

Ｃ　子どもの意向を把握する具体的な仕組みとして、子どもの意向調査、個別の聴取等を

行うとともに、自分の意向を正しく表現して伝えられない子どもについては、日常的な

会話の中で発せられる子どもの意向をくみ取り、養育・支援の内容の改善に向けた取り

組みを行う。

Ｄ　子どもが権利について正しく理解できるよう、権利ノートやそれに代わる資料を使用

して施設生活の中で守られる権利について随時わかりやすく説明する。また、子どもの

状況に応じて、権利と義務・責任について理解できるように説明する。

 （組み合わせ）

　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　○　○　○　○

２　○　○　×　×

３　○　×　○　×

４　×　○　×　×

５　×　×　○　○
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問５　次の文は、ソーシャルワークの援助の考え方に基づく知的障害児入所施設における
養護に関する記述である。適切な記述を○、不適切な記述を×とした場合の正しい組
み合わせを一つ選びなさい。

Ａ　保育士は、それぞれの障害の状況や行動を含めた日常生活能力の現状を、あるがまま
に受け止めて養護を行う。

Ｂ　保育士は、障害の状況や行動を把握し、訓練による改善を最優先の課題として、積極
的な指導を実施する。

Ｃ　保育士は、それぞれの個性を尊重し、共感しながら、彼らの代弁者になるように努め
る。

Ｄ　保育士は、子どもの行動や態度を保育士自身の価値観で否定したり批判したりしな
い。

 （組み合わせ）
　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　
１　○　○　○　×
２　○　○　×　○
３　○　×　○　○
４　×　○　○　○
５　×　×　×　○

問６　次の文は、監護措置と親権代行に関する記述である。適切な記述を○、不適切な記
述を×とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ　児童相談所長は、里親等委託中及び一時保護中の児童に親権者等がいない場合には、
親権を代行する。

Ｂ　児童相談所長は、一時保護中の児童の監護等に関しその福祉のために必要な措置をと
ることができる。

Ｃ　親権者等は、児童相談所長、施設長等が児童の監護等に関しその福祉のため必要な措
置をとる場合には、不当に妨げてはならない。

Ｄ　児童相談所長、施設長等は、児童の生命、身体の安全を確保するために緊急の必要が
ある場合であっても、親権者等の意に反しては必要な措置をとることができない。

 （組み合わせ）
　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
１　○　○　○　×
２　○　○　×　×
３　○　×　×　○
４　×　×　○　×
５　×　×　×　○
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問７　次の文は、「児童福祉施設の設備及び運営に関する基準」（昭和 23 年厚生省令第

63 号）に規定されている職員に関する記述である。正しいものを一つ選びなさい。

１　児童養護施設には、児童生活支援員を配置することとされている。

２　医療型児童発達支援センターには、心理療法担当職員を配置することとされている。

３　情緒障害児短期治療施設には、児童発達支援管理責任者を配置することとされてい

る。

４　母子生活支援施設には、少年を指導する職員を配置することとされている。

５　児童遊園等屋外の児童厚生施設には、個別対応職員を配置することとされている。

問８　次の文は、「児童養護施設入所児童等調査結果（平成 25 年２月１日現在）」（厚生労

働省）の児童の状況に関する記述である。適切な記述を○、不適切な記述を×とした

場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ　児童養護施設入所児の平均年齢は、児童自立支援施設入所児の平均年齢よりも高い。

Ｂ　里親委託児の委託時の平均年齢は、乳児院入所児の入所時の平均年齢よりも高い。

Ｃ　児童養護施設入所児の平均在所期間は、児童自立支援施設入所児の平均在所期間より

も長い。

Ｄ　里親委託児の委託経路で「家庭から」の割合は、児童養護施設入所児の入所経路

の「家庭から」よりも高い。

Ｅ　児童自立支援施設入所児の就学状況別の「中学校」の割合は、情緒障害児短期治療施

設入所児の就学状況別の「中学校」よりも高い。

 （組み合わせ）

　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ

１　○　○　○　○　×

２　○　○　×　×　○

３　○　×　×　○　×

４　×　○　○　×　○

５　×　×　○　×　○
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問９　次の文は、平成 24 年４月の「児童福祉法」の改正後の障害児施設についての記述
である。適切な記述を○、不適切な記述を×とした場合の正しい組み合わせを一つ選
びなさい。

Ａ　これまで障害種別で分かれていた障害児施設は、障害児通所支援と障害児入所支援に
それぞれ一元化されている。

Ｂ　障害児通所支援については、事業・サービスごとに異なっていた実施主体が市町村（特
別区を含む）となった。

Ｃ　「障害者総合支援法」に基づき、障害児施設に入所していた 18 歳以上の過齢児は、障
害者施設へすべて移行した。

Ｄ　学校通学中の障害児に対する放課後や夏休み等の長期休暇中の居場所づくりや継続的
な訓練等のために、障害児の放課後等デイサービスが創設された。

 （組み合わせ）
　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
１　○　○　×　○
２　○　○　×　×
３　○　×　○　×
４　×　○　×　○
５　×　×　○　×

問 10　次の文は、里親に関する記述である。適切な記述を○、不適切な記述を×とした
場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　
Ａ　「専門里親」の委託対象児童は、被虐待児、非行児、障害児等の要保護児童である。
Ｂ　「養育里親」の委託期間は、原則として児童が 18 歳に達するまでであれば制限はない。
Ｃ　「親族里親」は、必要に応じて研修を受講する。
Ｄ　「養子縁組を希望する里親」は、資格要件に経済的困窮に関する規定はない。

 （組み合わせ）
　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ
１　○　○　○　×
２　○　×　○　○
３　○　×　×　×
４　×　○　○　○
５　×　○　×　×


